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令和７年度 決算令和７年度 決算
～皆さんの暮らしを支えるお金の使いみち～～皆さんの暮らしを支えるお金の使いみち～

　一般会計の歳入決算額は、ふるさと納税の増加や北陸新幹線開業に伴う関連施設の固定資産税の増収など
により、前年度と比較して増加しました。一方、歳出決算額は、中学校体育館空調設備工事や制度改正に伴う
児童手当の増額などにより、前年度と比較して増加しました。　　　　　　問合せ　財政課　☎ 73-8008

歳出の内訳（目的別）

歳入の内訳
自主財源（50％）自主財源（50％）
依存財源（50％）依存財源（50％）

歳出の内訳（性質別）

歳出
190 億

7,162万9千円

人件費（15.6％）人件費（15.6％）
29 億 6,916 万円29 億 6,916 万円

扶助費（18％）扶助費（18％）
34 億 2,715 万 1 千円34 億 2,715 万 1 千円

物件費（12.6％）物件費（12.6％）
24 億 1,098 万円24 億 1,098 万円

維持補修費（0.9％）維持補修費（0.9％）
1 億 6,921 万 9 千円1 億 6,921 万 9 千円

補助費等（18.6％）補助費等（18.6％）
35 億 5,229 万 8 千円35 億 5,229 万 8 千円

公債費（8.9％）公債費（8.9％）
17 億 615 万 3 千円17 億 615 万 3 千円

貸付金（0.6％）貸付金（0.6％）
1 億 1,470 万円1 億 1,470 万円

積立金（11.7％）積立金（11.7％）
22 億 2,678 万 2 千円22 億 2,678 万 2 千円

普通建設事業費等（7.5％）普通建設事業費等（7.5％）
14 億 2,992 万 8 千円14 億 2,992 万 8 千円

繰出金（5.6％）繰出金（5.6％）
10 億 6,525 万 8 千円10 億 6,525 万 8 千円

消費的経費（65.7％）消費的経費（65.7％）
投資的経費　（7.5％）投資的経費　（7.5％）

その他（26.8％）その他（26.8％）

各会計の決算額各会計の決算額（単位：千円）（単位：千円）

歳入総額
Ａ

歳出総額
Ｂ

差　引
Ｃ＝Ａ－Ｂ

繰越すべき財源
Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

一般会計（市の基本的な行政サービスにかかる経費を収支する会計） 20,683,785 19,071,629 1,612,156 69,943 1,542,213

特別会計（保険料などの特定の収入を特定の支出に充てる会計。収入の使い道が決まっているため一般会計とは区別されています。）

国民健康保険特別会計 2,738,120 2,623,203 114,917 0 114,917

後期高齢者医療特別会計 504,652 504,162 490 0 490

農業者労働災害共済特別会計 2,267 1,799 468 0 468

公共用地先行取得事業特別会計 541,788 541,788 0 0 0

企業会計（一般の会社と同じように、独立した収入で経費をまかなう「独立採算」を原則とする会計）

水道事業会計
収益的収支 760,389 736,513 23,876 30,890

資本的収支 236,646 376,806 △ 140,160 12,330

公共下水道事業会計
収益的収支 1,157,381 1,150,226 7,155 20,000

資本的収支 588,168 992,873 △ 404,705 172,066

繰越額

歳出総額

190億7,162万9千円
（前年度比＋ 3.6％） 市の貯金と借金市の貯金と借金

あわら市の財政指標（健全化判断比率）あわら市の財政指標（健全化判断比率）

区　分 R7 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 （赤字なし） 13.44% 20.00%

連結実質赤字比率 （赤字なし） 18.44% 30.00%

実質公債費比率 8.7% 25.0% 35.0%

将来負担比率 16.9% 350.0% （基準なし）

※ 早期健全化基準は、各市町村の財政規模に応じて異なり、表中の基準はあわら市に適用される基準です。

・健全化判断比率

・資金不足比率
全ての公営企業会計（水道事業会計・公共下水道事業会計）において、資金不足は発生していません。

　16 種類の基金（貯金）があり、そのうち
45.9％を占めるのが、市の財政をやりくりする
ための貯金である「財政調整基金」です。令和
7 年度は、1,600 万円を積み立てました。

基金残高（貯金）

市債残高（借金）

82.7 億円

242.7 億円
　前年度と比較して、一般会計で約８億 9,000 万
円、その他の会計で約２億 7,000 万円減少して
います。
　公共施設の建設や改修の際に長期的な借金を
する理由は、建設時の納税者だけではなく、施設
を利用する次の世代にも負担を求めることで世代
間の公平性を保つためです。

いずれの比率も基準を下回り、健全な財政を維持しています。

（令和８年 3 月 31 日現在  25,797 人で計算）

・市民１人当たりの決算総額

歳入
206 億

8,378万5千円

市税（23.2％）市税（23.2％）
48 億 279 万 1 千円48 億 279 万 1 千円

分担金および負担金（0.5％）分担金および負担金（0.5％）
1 億 1,238 万 2 千円1 億 1,238 万 2 千円

使用料および手数料（0.9％）使用料および手数料（0.9％）
1 億 8,305 万 1 千円1 億 8,305 万 1 千円

繰越金（5.9％）繰越金（5.9％）
12 億 2,109 万 9 千円12 億 2,109 万 9 千円

諸収入（2.9％）諸収入（2.9％）
6 億 934 万 3 千円6 億 934 万 3 千円

繰入金など（16.6％）繰入金など（16.6％）
34 億 2,751 万 3 千円34 億 2,751 万 3 千円

地方交付税（21.3％）地方交付税（21.3％）
44 億 280 万 8 千円44 億 280 万 8 千円

地方譲与税（0.7％）地方譲与税（0.7％）
1 億 4,306 万 8 千円1 億 4,306 万 8 千円

その他の交付金（5.4％）その他の交付金（5.4％）
11 億 1,066 万 3 千円11 億 1,066 万 3 千円

国庫支出金（11.8％）国庫支出金（11.8％）
24 億 3,715 万 3 千円24 億 3,715 万 3 千円

県支出金（7.1％）県支出金（7.1％）
14 億 7,451 万 4 千円14 億 7,451 万 4 千円

市債（3.7％）市債（3.7％）
7 億 5,940 万円7 億 5,940 万円

歳入総額

206億8,378万5千円
（前年度比＋ 5.4％）

73 万 9,296 円73万 9,296 円

あわら市は基準をクリアしています

決算額 市民 1 人当たりの決算額

民生費 55 億 6,572 万 7 千円 21 万 5,751 円

総務費 28 億 1,961 万 2 千円 10 万 9,300 円

教育費 20 億 3,501 万 7 千円 7 万 8,886 円

公債費 17 億 615 万 3 千円 6 万 6,138 円

土木費 13 億 3,975 万 3 千円 5 万 1,934 円

衛生費 8 億 5,671 万 1 千円 3 万 3,210 円

農林水産業費 7 億 8,719 万 3 千円 3 万 515 円

消防費 7 億 2,243 万 5 千円 2 万 8,005 円

商工費 6 億 9,010 万 6 千円 2 万 6,751 円

議会費 1 億 4,779 万 9 千円 5,729 円

労働費 2,190 万 9 千円 849 円

その他 23 億 7,921 万 4 千円 9 万 2,228 円…
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※ 画像は全てイメージです※ 画像は全てイメージです

令和 7 年度 主な事業の決算額主な事業の決算額（一般会計）（一般会計）

中学校体育館空調設備工事中学校体育館空調設備工事
2億 2,622 万 6千円
　生徒が安心して授業や部活動に取り組める環境
づくりと、災害時の指定避難所としての機能強化
を図るため、両中学校の体育館に空調設備を整備
しました。
　令和８年３月から運用を開始しており、生徒や
教職員からは「快適な環境の中でスポーツに打ち
込めるようになった」との声が届いています。

観光まちづくり推進事業委託料観光まちづくり推進事業委託料
4,999 万 5千円
　あわら温泉街を観光客だけでなく市民にとって
も魅力あるエリアとするため、ハード整備やソフト
事業の開発を含めた再デザインに着手しました。
　その一環として、令和７年度は温泉街の回遊性
向上を目的に、夏から秋にかけて３つの薬師神社
を巡るスタンプラリー「あわら湯のまち三薬師・
よるもうで」を実施し、好評を博しました。

除雪トラック購入除雪トラック購入
4,749 万 7千円
　除雪能力の向上を図るため、７トン級除雪トラッ
クを１台増備しました。車両には GPS 装置を搭載
しており、各除雪車の作業状況を「みち情報ネット
ふくい」でリアルタイムに確認できます。
　雪への備えについては広報 12 月号で詳しくお
知らせします。効率的な除雪のために皆さんのご
理解・ご協力をお願いします。

市営住宅長寿命化工事市営住宅長寿命化工事
4,367 万円
　市では、老朽化が進む市営住宅の長寿命化工事
を計画的に進めています。令和７年度は３戸の改修
が完了し、未改修は残り６戸となりました。
　市営住宅はセーフティーネットとしての役割も
担っており、地震や火災などの災害時に一時入居
する際にも安心して生活できるよう、今後も住環境
の整備を進めていきます。

給水車整備給水車整備
1,920 万 4千円
　災害対応力の向上を図るため、給水車を２台導入
しました。１台は従来型のトラックにタンクを積載
するタイプ、もう１台は県内初となる、ワゴン車内
にタンクを設置したタイプです。
　ワゴン車タイプは普通免許で運転できるほか、
狭い道路にも進入できるため、よりきめ細かな被災
者支援が可能になりました。

カヌーポロ競技場改修事業カヌーポロ競技場改修事業
1,892 万円
　来年５月に開催を控えたワールドマスターズ
ゲームズ 2027 関西に向け、会場となる北潟湖
カヌーポロ競技場の桟橋改修を実施しました。
　デッキ材を人工木に更新したことで耐久性が向上
し、経年劣化によるささくれや棘が刺さる心配も
軽減されました。大会の成功に向け、市民一丸と
なって機運を高めていきましょう。

将棋タイトル戦誘致補助金将棋タイトル戦誘致補助金
1,470 万 2千円
　「竜王戦七番勝負第２局あわら対局」が令和７年
10 月 16 日・17 日に開催されました。２期連続
での開催となり、勝負めしや勝負おやつのコンテ
ストも実施されるなど、大きな盛り上がりを見せ
ました。

脱炭素ロードマップ策定事業脱炭素ロードマップ策定事業
891万円
　市では、地球温暖化対策として二酸化炭素排出量
の削減に取り組んでいます。このたび、2050 年
カーボンニュートラルの実現に向けた道筋を示す

「あわら市脱炭素ロードマップ」を策定しました。
　食料やエネルギーの地産地消を進めながら脱炭素
化を推進する「めざせ！自立・分散型のゼロカー
ボンシティ あわら」を将来像として掲げています。

あわら対局実行委員会撮影あわら対局実行委員会撮影
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【
奨
励
賞
】

坂
東　
輝
子
（
伊
井
）

　
金
津
番
傘
川
柳
会
の
運
営
委
員
と
し
て
、

25
年
以
上
に
わ
た
り
同
会
の
運
営
お
よ
び

発
展
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

後
進
の
育
成
に
努
め
、
各
種
川
柳
大
会

の
選
者
を
務
め
る
な
ど
、
川
柳
文
化
の

継
承
・
普
及
お
よ
び
技
術
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

淺
地　
鏡
子
（
古
）

　

光
風
会
の
代
表
と
し
て
、
20
年
以
上

に
わ
た
り
同
会
の
運
営
お
よ
び
発
展
に

積
極
的
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
後
進

の
指
導
・
育
成
を
通
じ
て
、
茶
道
文
化

の
継
承
・
普
及
お
よ
び
技
術
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
林　
千
惠
美
（
新
）

　

沢
井
箏
曲
院
あ
わ
ら
研
究
室
の
代
表

と
し
て
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
同
研
究

室
の
運
営
お
よ
び
発
展
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
後
進
の
指
導
・
育
成
を
通

じ
て
、
箏
曲
文
化
の
継
承
・
普
及
お
よ
び

技
術
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤　
晶
子
（
水
口
）

　

あ
わ
ら
夕
扇
会
の
代
表
と
し
て
、
25

年
以
上
に
わ
た
り
同
会
の
運
営
お
よ
び

発
展
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も

に
、
後
進
の
指
導
・
育
成
を
通
じ
て
、

地
域
芸
能
文
化
の
継
承
・
普
及
お
よ
び

技
術
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

市
表
彰 ＜

敬
称
略＞

あ
わ
ら
市
表
彰

あ
わ
ら
市
表
彰
・・
教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰
問
合
せ　

総
務
課 

☎
７
３-

８
０
０
１

教
育
総
務
課 

☎
７
３-

８
０
３
９

　
10
月
31
日
（
土
）、
中
央
公
民
館
で
令
和
8

年
度
あ
わ
ら
市
表
彰
・
教
育
委
員
会
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

の
は
、
各
分
野
で
長
年
功
績
の
あ
っ
た
人

や
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
人
、
あ
わ
ら
市

に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
団
体
な
ど
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
功
労
表
彰
】

岩
本　
悦
信
（
二
面
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

西
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
お
よ
び
あ
わ
ら
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
会
長
を
歴
任
し
、

組
織
の
運
営
・
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

【
一
般
表
彰
】

藤
田　
紗
季
（
若
葉
台
）

　
令
和
８
年
度
第
65
回
北
信
越
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
、
女
子

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
高
校
日
本
新
記
録

を
樹
立
し
て
優
勝
し
、
そ
の
後
、
Ｕ-

２
０
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
な
ど
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
、
本
市
の
名
声
を
高

め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

教
育
委
員
会
表
彰 ＜

敬
称
略＞

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

福
井
支
社
長　

星
野　
真
宏

　
地
域
に
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
提
供

し
、
よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成

を
目
指
す
活
動
「
地
元
の
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
70
万
５
，

７
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
会

会
長　

阿
久
津　
未
来
也

　

令
和
８
年
５
月
に
男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ

大
会
を
あ
わ
ら
市
で
開
催
し
、
50
万
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
功
労
賞
】

松
本　
秀
子
（
大
阪
市
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

あ
わ
ら
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
企
画
部
会
委
員
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
に
関

す
る
各
種
講
習
会
や
研
修
に
積
極
的
に

参
加
し
、
自
ら
の
資
質
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
主
催
事
業
に
お
い
て
優

れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
、
事
業
の
円
滑

な
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

福
矢　
和
正
（
新
）

　

平
成
28
年
よ
り
あ
わ
ら
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
お
よ
び
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

改
藤　
修
（
山
室
）

　

平
成
28
年
よ
り
あ
わ
ら
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
お
よ
び
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
２
３
４
点
、
作
文
67
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　
習
字
６
９
８
点
、
ポ
ス
タ
ー
37
点
、
作
文

１
５
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
、11
月
25
日（
水
）

か
ら
12
月
4
日
（
金
）
ま
で
、
市
役
所
1
階

「
贅
沢
ス
ペ
ー
ス
」内
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
習
字
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

　
　
　
習
字
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

あ
わ
ら
地
区
防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

あ
わ
ら
地
区
防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

◆ 

習
字
　
小
学
校
の
部

最
優
秀
賞　

黒
川　
美
咲

勝
木　
頼
斗

中
嶋　
彩
喜

西
田　
結
郁

◆ 

習
字
　
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞　

北　
悠
生

西
田　
汐
里

勝
木　
愛
莉

小
西　
柚
葉

竹
内　
菜
々
江

土
田　
羽
稀

◆ 

ポ
ス
タ
ー
　
小
学
校
の
部

最
優
秀
賞　

戸
川　
陽
心

奥
山　
日
女
迦

◆ 

作
文
の
部

最
優
秀
賞　

端　
龍
之
介

中
野　
翔
琉

（
金
津
小
４
年
）

（
北
潟
小
５
年
）

（
細
呂
木
小
６
年
）

（
伊
井
小
６
年
）

（
金
津
中
１
年
）

（
金
津
中
２
年
）

（
芦
原
中
１
年
）

（
芦
原
中
２
年
）

（
芦
原
中
３
年
）

（
芦
原
中
３
年
）

（
芦
原
小
６
年
）

（
芦
原
小
６
年
）

（
金
津
小
５
年
）

（
金
津
中
２
年
）

（
金
津
東
小
２
年
）

（
金
津
小
４
年
）

（
金
津
小
５
年
）

（
金
津
中
１
年
）

（
金
津
東
小
１
年
）

（
金
津
小
３
年
）

（
金
津
東
小
５
年
）

（
芦
原
中
１
年
）

（
本
荘
小
3
年
）

（
北
潟
小
6
年
）

（
芦
原
中
２
年
）

（
伊
井
小
２
年
）

（
伊
井
小
3
年
）

（
伊
井
小
6
年
）

各
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
の
発
表

入
賞
者
の
発
表

＜

敬
称
略＞

問
合
せ
　

　
福
祉
課

　
☎
７
３-

８
０
２
８

（
芦
原
中
２
年
）

◆ 

防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
賞

吉
永　
睦
葵

藤
田　
航
輔

前
田　
幸
佑

藤
田　
咲
優
里

あ
わ
ら
地
区
防
犯
連
絡
所
協
議
会
長
賞

岡
倉　
結
葵

福
井
県
金
融
機
関
防
犯
協
会
あ
わ
ら
支
部
長
賞

後
藤　
大
夢

青
少
年
健
全
育
成
あ
わ
ら
市
民
会
議
会
長
賞

臼
田　
望
桜

あ
わ
ら
地
区
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

防
犯
協
会
長
賞

川
上　
藍

◆ 

防
犯
作
文
の
部

最
優
秀
賞

伊
藤　
さ
ゆ

橋
本　
緩
愛

高
江　
真
菜

あ
わ
ら
地
区
防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
長
賞

龍
田　
彩
葉

あ
わ
ら
市
教
育
長
賞

牧
田　
蓮
斗

ゆ
う
ゆ
う
と
輝
く
市
民
の
会
長
賞

西
田　
結
郁

あ
わ
ら
警
察
署
少
年
警
察
協
助
員
会
長
賞

川
﨑　
浩
市

借金の問題（多重債務）は、一人で悩まず早めに相談を！

　　　　困ったときは一人で抱え込まず、消費者センターへご相談ください
問合せ　消費者センター 　☎ 73-8017　　seikatsu@city.awara.lg.jp

消費者ホットライン　☎ 188（局番なし）　「泣き寝入りは、いやや（188）！」消費者庁　消費者ホットライン 188
イメージキャラクター「イヤヤン」

消費者センターだより

消費者センターだより

　多重債務とは、消費者金融やクレジットカード
会社などからの借入れが重なり、返済が困難に
なった状態をいいます。多重債務に陥るきっかけ
はさまざまで、誰にでも起こり得る問題です。例
えば、次のようなことがきっかけとなる場合があり
ます。
・生活費が足りず、借入れを繰り返した
・けがや病気で収入が減少した
・クレジットカードのリボ払いを利用し、
  無計画に使い過ぎた
・連帯保証人になり、返済を求められた
・詐欺の被害に遭い、お金を失った
・ギャンブルやゲームがやめられず、借入れが増
  えた　など
　借金の返済のために新たな借金をしたり、複数
の事業者から借り入れたりしている場合は注意が
必要です。家族に知られたくない、迷惑をかけたく
ないという思いから、一人で抱え込んでしまう人
もいます。しかし、問題を先送りにすると、状況

がさらに悪化するおそれがあります。
　借金の問題は、債務整理などの手続きによって
解決できる場合があります。返済に不安を感じた
ときは、一人で悩まず、早めに相談することが大切
です。
　消費者センターでは、借金に関する相談を受け
付けており、必要に応じて弁護士などの専門家に
つないで解決をお手伝いしています。また、多重
債務者相談強化キャンペーン期間に合わせて、専門
家による無料相談会を実施します。相談内容の秘密
は守られます。まずはお気軽にご相談ください。

　《多重債務者無料相談会》
　と　き　11 月 27 日（金）14 時～ 16 時
　ところ　市役所１階 102 会議室
　定　員　４人程度（予約制）
　申込み　【期限】11 月 26 日（木）
　問合せ　消費者センター（生活環境課内）
　　　　　☎ 73-8017

77 66



8899



▲ ホームページ

な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。
無
視

や
嫌
が
ら
せ
、
差
別
的
な
扱
い

を
す
る
こ
と
。

〇
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん

ど
せ
ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る

こ
と
。
病
院
や
学
校
に
行
か
せ

な
い
な
ど
必
要
な
支
援
や
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
。

〇
経
済
的
虐
待

本
人
の
同
意
な
く
財
産
や
年
金
、

賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま
た
、

正
当
な
理
由
な
く
日
常
生
活
に

必
要
な
お
金
を
与
え
な
い
こ
と
。

▼
「
こ
れ
っ
て
虐
待
か
も･･･

」
と

思
っ
た
ら
お
電
話
を

虐
待
に
気
づ
い
た
人
に
は
通
報

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の

対
応
が
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
虐
待
を
し
て
い
る

家
族
な
ど
が
抱
え
る
問
題
の
解
決

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ　

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
課
内
）
平
日
（
８
時
30
分
～

17
時
15
分
）
☎
７
３-

８
０
２
０
、

夜
間
・
休
日
☎
７
３-

１
２
２
１

（
代
表
）

12 月３日～９日は「障害者週間」です！
ともに支え合う共生社会を目指して

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
に
対
す
る
社
会
的
な

障
壁
を
取
り
除
き
、
社
会
参
加
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

週
間
で
す
。

　
障
が
い
に
は
先
天
性
と
後
天
性
が

あ
り
、
私
た
ち
の
誰
も
が
障
が
い

者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

誰
も
が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、

支
え
合
う
共
生
社
会
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

～
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
障
害
者
虐
待
防
止
法
～

▼
こ
ん
な
こ
と
が
虐
待

〇
身
体
的
虐
待

身
体
に
痛
み
や
傷
が
生
じ
る
暴
力

を
加
え
る
こ
と
。
正
当
な
理
由

な
く
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態

に
す
る
こ
と
。

〇
性
的
虐
待

無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と
見
せ

か
け
て
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し

た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

○
心
理
的
虐
待

侮
辱
し
た
り
、
拒
絶
し
た
り
す
る

よ
う
な
言
葉
や
態
度
で
精
神
的

福祉

歯科健診は
お済みですか？

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
発
行
で
き

　
ま
す
。

※
受
診
に
は
事
前
に
医
療
機
関
へ
の
予
約
が

　
必
要
で
す
。

問
合
せ

　
健
康
長
寿
課

　
☎
７
３-

８
０
２
３

　

今
年
度
、
20
・
30
・
40
・
50
・

60
・
70
歳
に
な
る
人
を
対
象
に
、

無
料
で
歯
科
健
診
を
受
け
ら
れ
る

受
診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
券
の
使
用
期
限
は
、
令
和

9
年
2
月
28
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

今
年
度
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

家庭で使用した注射器は
ごみに出さないでください

　
在
宅
医
療
や
自
己
注
射
な
ど
で

使
用
し
た
注
射
器
や
注
射
針
な
ど
、

針
の
付
い
た
も
の
は
市
で
は
回
収
・

処
分
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
後
に
針

が
本
体
内
部
に
収
納
さ
れ
る
な
ど
、

外
か
ら
針
が
見
え
な
い
タ
イ
プ
の

自
己
注
射
用
注
入
器
に
つ
い
て
も

同
様
で
す
。

　
近
年
、
美
容
医
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
・
処
方
な
ど
に
よ
り
、
自
宅

で
注
射
薬
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。
購
入
先
や
販
売
店

な
ど
か
ら
「
使
用
後
は
家
庭
ご
み

と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
」
と

案
内
さ
れ
た
場
合
で
も
、
針
を
使
用

す
る
注
射
器
な
ど
は
家
庭
ご
み
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
収
集
・
処
理
に
は
、
作

業
員
が
ご
み
に
直
接
触
れ
る
な
ど
、

手
作
業
で
行
う
工
程
が
あ
り
ま
す
。

使
用
済
み
の
注
射
器
や
注
射
針
な
ど

が
家
庭
ご
み
に
混
入
す
る
と
、
作

業
員
が
誤
っ
て
針
を
刺
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
済
み

の
針
に
は
血
液
な
ど
が
付
着
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
、
針
刺
し
に

よ
る
け
が
だ
け
で
な
く
、
血
液
な

ど
を
介
し
た
感
染
症
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
使
用
済
み
の
注
射
器
や
注
射
針

な
ど
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
処
方

を
受
け
た
医
療
機
関
や
薬
局
、
購

入
先
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

収
集
・
処
理
作
業
の
安
全
確
保

と
適
正
な
ご
み
処
理
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　
生
活
環
境
課

☎
７
３-

８
０
１
７

生活環境

▲ 実際に混入していた
自己注射器

▲ ホームページ

フードドライブにご協力ください

　
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
、
家
庭

で
余
っ
て
い
る
食
品
を
福
祉
関
連

団
体
な
ど
に
提
供
す
る
「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」
を
行
い
ま
す
。

　

缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
、

な
る
べ
く
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
も
の

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
「
ふ
く
い
嶺
北

　
連
携
中
枢
都
市
圏
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
の

　
一
環
と
し
て
福
井
県
嶺
北
の
７
市
４
町
が

　
協
力
し
実
施
し
ま
す
。

受
付
場
所 

　

① 

市
役
所
１
階　
生
活
環
境
課

　
② 

芦
原
分
室

受
付
日
時　

　
12
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

　
9
時
～
17
時

募
集
す
る
食
品

　
常
温
保
存
が
可
能
で
、
賞
味
期
限

　
が
1
カ
月
以
上
残
っ
て
い
る
食
品

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
食
品

・
開
封
さ
れ
た
も
の
、
食
品
が
外
気

  

に
触
れ
た
も
の

・
生
鮮
食
品
（
生
肉
・
魚
介
類
・

  

生
野
菜
）

・
ア
ル
コ
ー
ル
類

・
介
護
食
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

・
商
品
説
明
が
外
国
語
の
み
の
も
の

・
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

提
供
先 

　
あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

　
通
じ
て
食
品
を
必
要
と
さ
れ
る

　
人
に
提
供
し
ま
す
。

問
合
せ　

　
生
活
環
境
課 

☎
７
３-

８
０
１
７

　
　 seikatsu@

city.aw
ara.lg.jp

生活環境

第 2 回
空き家マッチングツアー開催

　
市
内
で
の
住
み
替
え
や
、
あ
わ
ら

市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

登
録
物
件
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
実
際
に
空
き

家
を
見
て
、
今
後
の
住
ま
い
探
し

の
参
考
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　

12
月
5
日
（
土
）

９
時
30
分
～
16
時

集
合
場
所 

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
西
口

交
通
広
場

対　
象　

・
あ
わ
ら
市
で
住
宅
を
探

し
て
い
る
人

・
あ
わ
ら
市
へ
の
移
住
を

　
検
討
し
て
い
る
人

ガ
イ
ド　

北
陸
空
き
家
解
決
支
援
協
会

代
表 

櫻さ
く
ら
い井 

一か
ず
ま馬 

氏（
宅
建
士
）

参
加
費　

無
料

（
昼
食
代
は
各
自
負
担
）

定　
員　

20
人

申
込
み　
【
期
限
】
11
月
27
日
（
金
）

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
お

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
民
協
働
課

☎
７
３-

８
０
０
３

市民協働

▲ 申込み・行程▲ 申込み・行程
はこちらはこちら

話題沸騰中！
ピックルボール体験・交流会開催

　

今
話
題
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
」
の
体
験
・
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
と
は
、テ
ニ
ス
、

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

と　
き　
11
月
27
日
（
金
）

19
時
30
分
～
21
時

と
こ
ろ　
ト
リ
ム
パ
ー
ク
か
な
づ

内　
容

・
体
験
ブ
ー
ス
：
未
経
験
者
や
初
心

者
、
経
験
は
あ
る
も
の
の
ル
ー
ル

が
分
か
ら
な
い
人
、
ラ
リ
ー
が
続

か
な
い
人
向
け
に
実
施
し
ま
す
。

・
交
流
ブ
ー
ス
：
ル
ー
ル
を
理
解
し
、

ラ
リ
ー
を
続
け
ら
れ
る
人
向
け
で
す
。

参
加
者
同
士
で
ゲ
ー
ム
形
式
の
交
流

を
行
う
ほ
か
、
ラ
ン
ダ
ム
に
ペ
ア

を
組
ん
で
交
流
す
る
予
定
で
す
。

参
加
費　
無
料

定　
員　
40
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
み　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
３-

８
０
４
３

▲ 申込みはこちら

スポーツ

市民スポレク祭
キックベース競技の部

参加者募集！

と　
き　
12
月
13
日
（
日
）

９
時
30
分
～

と
こ
ろ　
ト
リ
ム
パ
ー
ク
か
な
づ

ア
リ
ー
ナ

対　
象　
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

※
中
学
生
以
上

チ
ー
ム　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
各
支
部

（
他
の
支
部
と
合
同
参
加

可
）
ま
た
は
オ
ー
プ
ン
参

加
チ
ー
ム
（
支
部
以
外
の

チ
ー
ム
）
と
す
る
。
監
督

１
人
、
選
手
7
人
～
10
人

以
内
で
編
成
。

申
込
み　
【
期
限
】
12
月
1
日
（
火
）

17
時

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

所
定
の
申
込
書
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
あ
わ
ら
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
７
３-

８
０
４
３

　

sports@city.awara.lg.jp

▲ 申込みはこちら

スポーツ

道路に異常があった場合は

　

道
路
（
市
道
）
の
異
常
を
発
見

し
た
場
合
は
、
建
設
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

主
な
道
路
異
常

①
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

②
舗
装
に
段
差
が
つ
い
て
い
る

③
側
溝
の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る

④
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
安
全
柵

　
が
壊
れ
て
い
る

⑤
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
壊
れ
て
い
る
、

　
ま
た
は
方
向
が
ず
れ
て
い
る

Ｍｙ 

Ｃ
ｉ
ｔｙ 

Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
の
活
用

　
道
路
異
常
通
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｍｙ

Ｃ
ｉ
ｔｙ 

Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」
を
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
、
道
路
異
常
の
画
像
を
撮
影

し
て
投
稿
す
る
こ
と
で
、
建
設
課

に
通
報
で
き
ま
す
。
詳
し
い
使
用

方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
設
課
☎
７
３-

８
０
３
１

▲ ホームページ▲ ホームページ

建設

健康長寿

▲ ホームページ

10101111

PICK UP! PICK UP!



まちかど graffiti では、広報
係が取材した “ あわらの話題 ”
をお届けします！ 

新嘗祭へ献穀米を収穫
◆ 9 月 20 日（日）　東山地区

新たなシンボル  大型時計を寄贈
◆ 10 月 5 日（月）　市役所

　令和８年新
にいなめさい

嘗祭に献納する献穀米の収穫に感謝を捧げる
「新嘗祭供

く ご け ん こ く で ん ぬ き ほ し き
御献穀田抜穂式」が執り行われました。あわ

ら市で献穀事業が行われるのは平成 29 年以来９年ぶり
です。奉耕者の山

やまぐち
口 志

し よ じ
代治さんをはじめ関係者が参列

し、厳かな雰囲気の中で神事に続いて稲穂を刈り取る抜穂
式が行われました。収穫された献穀米は、皇居で執り行
われる新嘗祭に献納されます。

　金津春秋会から、中央公民館大ホールに大型壁掛け時計
が寄贈されました。これまで設置されていた時計も同会
から寄贈されたもので、長年にわたり公民館運営を支え
ていただいています。新たな時計は直径 70 センチメー
トルの大型タイプで、利用者からも「時間が見やすい」
と好評です。甲

か い
斐教育長は「中央公民館の新たなシンボル

になりました」と感謝の意を述べました。

長年の選挙啓発活動に総務大臣表彰
◆ 10 月 2 日（金）　市役所

　あわら市明るい選挙推進協議会副会長の長
は せ が わ

谷川 幸
さ ち こ

子
さんが、明るい選挙の推進に長年尽力した功績により総務
大臣表彰を受賞されました。長谷川さんは、街頭啓発や
研修会への参加、啓発資材の配布などを通じて有権者の
投票意識の向上に努めるとともに、明るい選挙推進運動
の普及・啓発に貢献されてきました。その長年の活動が
高く評価され、今回の受賞となりました。

ああわわらら市市男男女女共共同同参参画画ネネッットトワワーーククのの取取りり組組みみ
　あわら市男女共同参画ネットワークは、男女共同参画の推進を目的
に活動している団体です。市内企業を訪問し、職場における男女共同
参画の状況を把握するとともに、各企業の特色ある取り組みを市民の
皆さんに紹介しています。
　今回は、株式会社金津村田製作所を訪問し、総務担当者や有志の女性
従業員の皆さんに企業の男女共同参画の取り組みについてお話を伺い
ました！

今回の訪問企業 株式会社金津村田製作所
【企業紹介】
　1977 年に操業を開始した、スマートフォンや自動車に欠かせない電子部品を製造する村田製作所グループ
の企業です。一歩先を行くモノづくりで世界を支える一方、工場で使用する電力を100％再生可能エネルギー
で賄うなど、地球環境と地域社会の未来に貢献する環境先進企業として歩みを進めています。また、桜やイ
ルミネーションの時期には敷地を一般開放するなど、地域とのつながりも大切にしています。

企業訪問を終えて
　法定基準を上回る小学校 6 年生まで利用できる育児短時間勤務制度
や、「支え合いトーク」による男性育休取得者・介護短時間勤務利用者
の体験共有、社員主体の「4M1Y」活動など、性別にとらわれず誰も
が働きやすく、働きがいを感じられる職場づくりが行われていること
が印象的でした。
　若年女性の県外流出が深刻な課題となっているあわら市にとって、
こうした取り組みは課題解決に向けた一つのモデルになると感じまし
た。今後も、「あわらに戻って働きたい」「地元に残って働きたい」と
思えるような魅力ある企業がますます増えることを期待します。（T）

【企業の特色】
　男女ともに働きやすい職場づくりを進めている企業です。従業員 306 人のうち約 100 人が女性社員で、
事務系部門だけでなく技術系部門でも活躍しています。
　育児休業制度では、女性の取得率がほぼ 100％となっており、近年は出産を理由とした退職者はいません。
また、男性の育児休業取得促進にも積極的に取り組み、制度の周知や社内方針の徹底により、直近では対象
者 8 人中 7 人が取得するなど高い実績を上げています。
　さらに、育児短時間勤務制度は子どもが小学校 6 年生になるまで利用でき、家庭の状況に応じて柔軟に活
用されています。介護休業制度や介護短時間勤務制度も整備し、介護離職の防止にも注力。業務の標準化や
見える化、複数人で業務に対応できる体制づくりを進めることで、育児・介護休業を取得しやすく、復職後
も安心して働き続けられる環境を整えています。

【有志団体「４M1Y」の取り組み】
　社内有志団体「4M1Y」は、社内研修で知り合った女性社員 5 人が、「会社をもっと良くしたい」という
思いから自主的に立ち上げたグループです。会社からの指示ではなく、従業員アンケートを通して職場の課題
や期待を把握し、「社員の輪を広げる」「社内外のコミュニケーションを活性化する」「働きやすさを向上さ
せる」「社員のモチベーションを高める」「『ありがとう』の気持ちで仕事を楽しもう」の 5 つをテーマに活動
しています。
　会社の魅力発掘では、社長や役員、ボランティア参加者など幅広い社員へのインタビューを実施。「困った
ときに助け合える風土」「明るく前向きな社風」「立場を超えたつながり」など、企業の強みを引き出してい
ます。また、社員同士の交流促進や福利厚生制度の周知、休憩スペースの改善など、働きやすい環境づくり
にも取り組んでいます。さらに、社員一人ひとりの強みや魅力を「魅力カード」として可視化する取り組みや、

「感謝ウィーク」でのメッセージ交換、「支え合いトーク」での育児・介護経験の共有などを通じて、互いを
認め合い支え合う職場風土の醸成を図っています。また、社会福祉施設のパンの販売支援などの地域貢献活動
に加え、「もったいないバナナ project」による食品ロス削減にも取り組むなど、SDGs や地域社会とのつ
ながりを大切にしながら活動の輪を広げています。

姉妹都市・香美市で姉妹都市・香美市であわらあわらの魅力を PRしました！の魅力を PRしました！
　10 月 17 日・18 日に高知県香

か み
美市で開催された「刃物ま

つり」に、あわら市の特産品を販売するブースを出店しま
した。香美市は、アンパンマンの作者・やなせ たかしさん
の故郷であり、平成 21 年に姉妹都市提携を結んで以来、継続
的な交流を続けています。
　ブースでは、温泉饅頭やかきもち、越前そば、羽二重餅
などの特産品を販売しました。来場者からは「あわら温泉
に行ったことがある」、「行ってみたい」といった声が聞かれ、
特産品も好評のうちに完売しました。特産品の PR を通じて、
あわら市の魅力を広く発信することができました。
　また、香美市の人気施設であるアンパンマンミュージアム
や道の駅、国指定史蹟天然記念物「龍

りゅうがどう
河洞」などを視察し、

姉妹都市の魅力をあらためて実感するとともに、両市の交流
を深める機会となりました。

香美市ってどんなまち？
　香美市は高知県東北部に位置し、面積の約 9 割を森林が占める
人口約 24,000 人の市です。昭和 41 年にゆず栽培が始まり、ゆず
玉の出荷量は 1,800 トンで日本一を誇っています。

▲ とさのさと

▶ 

龍
河
洞

▲ 西島園芸団地

▼ 香美市役所を表敬訪問

▼ 刃物まつり会場

▲ あわら市のブース

1313 1212



ひとくちメモひとくちメモ 問合せ　健康長寿課　☎ 73-8023健康健康
喫煙・COPD喫煙・COPD

開館時間  9 時 30 分 ～ 18 時（最終入館 17 時 30 分）
問合せ　☎ 73-5158　　  73-1038　　　maibun@city.awara.lg.jpFAX

郷土歴史資料館（金津本陣 IKOSSA ２階）
休館日　月曜日・第４木曜日（祝日の場合はその翌日）

郷土歴史資料館 だより郷土歴史資料館 だより
◀ 郷土歴史資料館
　 公式 Instagram
　 はこちら

金津本陣金津本陣 IK
OSSAIKOSSA にに

歴史を学び
に

歴史を学び
にいこっさいこっさ！！

▲ 名号以外にも布教の場で
活躍した御文（津村別院蔵）

　「おれほど名号書きたる人は、日本にあるまじき
ぞ」（『空

くうぜんききがき
善聞書』）。「日本一の名号書き」を自負し

た蓮如さんは、1 日 300 幅もの名号をしたためたと
いわれています。また、「吉崎の道場と山科本願寺
は門徒の 志

こころざし
で建てたが、貯めていた名号の礼金で

建立できたのが大坂本願寺である」（『拾
じゅうじんき

塵記』）と
語ったとされ、名号収入が本願寺の財政をいかに支
えたかを象徴する伝承となっています。
　さて、蓮如さんは吉崎での布教を始めて 2 年後
の文明 5 年（1473 年）、親

しんらんしょうにん
鸞聖人著『正

しょうしんげ
信偈』と

『和
わ さ ん

讃』を合本して開版し、「町
まちはん

版」として商業出版
するとともに、門徒たちにその読

どくじゅ
誦を勧めました

（『本願寺作法之次第』）。プロテスタントのマルティン・
ルター（1483 ～ 1546 年）がドイツ語の新約聖書
を印刷したのは 1522 年であり、それよりも半世紀
近く前の快挙でした。
　これは、一人でも多くの門徒に聖

しょうぎょう
教を有償で広める

とともに、名号の下
か ふ

付を促進するための蓮如さんの
経営戦略でした。この印刷事業は、豊かな経済力が
なければ成し得ず、裕福な商人門徒をスポンサーと
して抱えていたことを物語っています。
　この結果、それまで僧侶の特権であった「お経を
あげる」という宗教行為が、門徒たちにも開放され
ました。出版された聖教を門徒たちは喜びとともに
買い求め、自宅でのお勤めに励むようになります。
　そうなると必要となるのが本尊です。従来の仏教
にはない、門徒だけの勤

ごんぎょう
行を許された喜びととも

に、彼らは蓮如さんの名号を次々と求めました。そ
して、それに伴って本願寺の収入も飛躍的に増加し
ていきます。門徒と本願寺の
双方に利益をもたらす、まさ
に「Win-Win」の戦略を推し
進めたのが蓮如さんだったの
です。（文：田

た い の
井野 章

あきひろ
浩）

深ぼり！あわら市の蓮如さん伝説③　本願寺の財政基盤を成した名
みょうごう

号

 COPD をご存じですか？
COPD（慢性閉塞性肺疾患）は、主に長年の喫煙によって
肺に炎症が起こり、呼吸機能が低下する病気です。進行する
と息切れが強くなり、日常生活に支障をきたすことがあり
ます。早期発見・早期治療、そして禁煙が大切です。

《こんな症状はありませんか？》
□ 階段や坂道で息切れする
□ せきやたんが続いている
□ 風邪をひくとなかなか治らない
□ 昔より歩くのがおっくうになった
※ 1 つでも当てはまる人は注意が必要です。

 紙巻たばこと加熱式たばこ
紙巻たばこと加熱式たばこには、いずれも有害
物質が含まれており、現時点では加熱式たばこ
が紙巻たばこより健康への影響が少ないという
科学的根拠は確認されていません。

▲ 厚生労働省
「健康づくりサポートネット」

 禁煙によるうれしい効果
禁煙すると、次のような効果が期待できます。
・せきやたんが減る
・呼吸が楽になる
・肺機能の低下を遅らせることができる
・心筋梗塞や脳卒中のリスクが下がる
・周囲の人を受動喫煙から守ることができる

 今日からできること
① たばこと健康について知る
② COPD の症状を確認する
③ 禁煙にチャレンジする
④ 家庭や職場で受動喫煙を防ぐ
あなたと大切な人の健康を守るため、
できることから始めましょう。

▲ 厚生労働省「たばこの健康影響に関する見解
（令和 8 年 7 月時点）」より

紙巻たばこ 加熱式たばこ
有害物質 含まれる 含まれる

健康への影響 明らか 研究継続中
受動喫煙 影響あり 影響の可能性あり

1515 1414



＜一般書　文学＞＜一般書　文学＞
その犬をください （逢坂　冬馬）
青春とそれから （彩瀬　まる）
獣走 （安堂　ホセ）
あの日のチョコレート　　（江國　香織／他）
かぜゆら （西條　奈加）
あなたのいない世界で （原田　ひ香）
沈黙の患者 （南　杏子）
金曜日のビストロジュン （山口　恵以子）
衰えません、死ぬまでは。 （宮田　珠己）
いつか家族に戻るとき

（マルコ・バルツァーノ）

＜一般書・その他＞＜一般書・その他＞
スマホがやめられないのはなぜ？

（宇田川　敦史）
絵本がはじまる　　（福音館書店編集部／編）
証券マンひりひり日記 （日野山　大）
明るく解決！実家じまい実践 BOOK

（松本　明子／他）
親の離婚・再婚で子どもはどうなるの？

（野沢　慎司）
高血圧　　　　　　　　（苅尾　七臣／監修）
50 歳からのからだとおしゃれ計画

（堀川　波）
国宝建築事典　　　　　　（矢ケ崎　善太郎）
ちょうどいいカタチのバッグ

（amie poche）
面白すぎる将棋の世界 （高橋　茂雄）

＜児童書＞＜児童書＞
それ “ も ” 犯罪かもしれない図鑑

（小島　洋祐／監修）
ちょびミッケ！ ２    （ウォルター・ウィック）
読む詠む短歌 （高良　真実）
ふたりのあした （石井　睦美）
あたしのすてきなすてきなベッド

（いとう　みく）
おおきくなりたい （せな　けいこ）
おちばに （海野　あした）
クリスマスツリーがやってきた

（ロバート・バリー）
どんぐりむらのおいしゃさん （なかや　みわ）
なまけもののおつけもの （玉田　美知子）
パンどろぼうとさすらいラーメン

（柴田　ケイコ）
ミッフィーといんしょうはのアート

（ディック・ブルーナ）

本の所在については、図書館にお問い本の所在については、図書館にお問い
合わせください。合わせください。
問合せ問合せ　芦原図書館　☎ 78-7246

金津図書館　☎ 73-1011
▲ ホームページ

お
せ
ち
作
り
に

　
　
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
お
せ
ち
は
作
る
の
が
難
し
そ
う
…
」
と

思
っ
て
い
る
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。
講
師

が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
人
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
楽
し
く
お
正
月
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
♪

▼
と
　
き
　
12
月
12
日
（
土
）

９
時
30
分
～
13
時

（
受
付
：
９
時
15
分
）

▼
と
こ
ろ
　
食
育
ス
タ
ジ
オ

（
給
食
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
対
　
象
　
市
内
の
小
中
高
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

（
市
民
で
あ
る
祖
父
母
も
可
）

▼
講
　
師
　
食
生
活
改
善
推
進
員
、

市
管
理
栄
養
士

▼
参
加
費
　
２
５
０
円
／
人

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

　
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
を
野
外
な
ど
で
燃
や
す「
野
焼
き
」

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
第
16
条
の
2
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
で

適
正
に
焼
却
す
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄
物

の
焼
却
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

違
反
し
た
場
合
に
は
、「
5
年
以
下
の

拘
禁
」
ま
た
は
「
１
，
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
」、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
焼
却
行
為

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
政
令
に
よ
り
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
農
業
・
林
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
ず
行
う

焼
却

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
、
風
俗

習
慣
や
宗
教
上
の
行
事

に
伴
う
焼
却

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

が
施
設
管
理
の
た
め
に
行

う
焼
却

・
災
害
（
震
災
・
風
水
害

な
ど
）
の
予
防
、
応
急

対
策
、
復
旧
に
必
要
な

焼
却

・
日
常
生
活
に
お
け
る
軽
微

な
焼
却
（
た
き
火
な
ど

で
、
煙
や
臭
い
が
近
隣
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の

少
量
）

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
例
外
に
該
当
す
る

場
合
で
も
、
次
の
対
応
が
必
要
で
す
。

・
事
前
に
市
へ
相
談
書
を
提
出

・
消
防
署
へ
の
届
出  

・
監
視
員
の
配
置

・
す
ぐ
に
消
火
で
き
る
体
制
の
整
備

　
ま
た
、
近
隣
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

場
合
や
官
公
署
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
焼
却
を
中
止
し
て
く
だ

さ
い
。

　
野
外
焼
却
は
、
火
災
の
原
因
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
隣
住
民
の

迷
惑
と
な
る
ほ
か
、
健
康
被
害
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
良
好
な
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に
も
、
廃
棄
物
は
適
切
に
処
理

し
、
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
行
わ
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
☎
７
３-

８
０
１
７

▲ 申込みはこちら

▼
定
　
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

タ
オ
ル
・
マ
ス
ク

▼
申
込
み
　【
期
間
】11
月
16
日（
月
）～
25
日（
水
）

▼
問
合
せ　

健
康
長
寿
課
☎
７
３-

８
０
２
３

　

chojyu@
city.aw

ara.lg.jp

魯
迅
著
「
藤
野
先
生
」

発
表
１
０
０
周
年
記
念
講
演
会

　
一
人
の
教
師
と
の
出
会
い

が
、
一
人
の
青
年
の
人
生

を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

魯ろ
じ
ん迅
が
恩
師
・
藤ふ
じ
の
げ
ん
く
ろ
う

野
厳
九
郎

へ
の
深
い
敬
愛
を
綴
っ
た
名
作『
藤
野
先
生
』

の
発
表
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

を
記
念
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
12
月
５
日
（
土
）

13
時
30
分
～
16
時
40
分

▼
と
こ
ろ
　
福
井
新
聞
社 

風
の
森
ホ
ー
ル

（
福
井
市
大
和
田
２
丁
目
８
０
１
）

▼
講
　
師
　
①
藤ふ
じ
い井 

省し
ょ
う
ぞ
う三 

氏
（
現
代
中
国

　
文
学
研
究
者
、
東
京
大
学
名
誉

　
教
授
、
名
古
屋
外
国
語
大
学

　
名
誉
教
授
）

②
坂さ
か
い井 

建た
つ
お雄 

氏
（
解
剖
学
・

　
歴
史
学
研
究
者
、
順
天
堂
大
学

　
名
誉
教
授
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
　
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
問
合
せ　
「
藤
野
先
生
」
を
継
続
的
に
顕
け
ん
し
ょ
う彰

す
る
市
民
の
会
（
代
表 
松ま
つ
い
と
し
お

井
利
夫
）

☎
０
９
０-

１
３
１
７-
８
２
３
６

魯
迅
著
「
藤
野
先
生
」

発
表
１
０
０
年
記
念
朗
読
会

　
中
国
の
文
豪
・
魯
迅
と
恩
師
・
藤
野
厳

九
郎
と
の
、
国
境
を
越
え
た
師
弟
愛
を

描
い
た
名
作
「
藤
野
先
生
」。
そ
の
発
表

１
０
０
年
を
記
念
し
、
二
胡
の
演
奏
を
交
え

た
朗
読
会
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
12
月
20
日
（
日
）

14
時
～
15
時
30
分

（
受
付
：
13
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ
　
金
津
創
作
の
森
美
術
館
ア
ー
ト
コ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
‐
２

（
宮
谷
57
‐
２
‐
19
）

▼
朗
読
者
　
阿あ

べ部 

真ま

ゆ

み
由
美 

氏

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

▼
演
奏
者
　
小こ
ば
や
し林 

寛ひ
ろ
あ
き明 

氏

▼
ト
ー
ク
　
後ご
と
う藤 

ひ
ろ
み 

氏

▼
司
　
会
　
も
り
ゆ
か 

氏

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
　
員
　
1
０
０
人

▼
問
合
せ　

あ
わ
ら
市
日
本
中
国
友
好
協
会

（
市
民
協
働
課
内
）
☎
７
３-

８
０
０
３

大
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

　
　
　
　
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
令
和
８
年
８
月
の
大
雨
災
害
に
よ
り
被
害

や
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
は
、
県
の

融
資
制
度
や
補
助
金
を
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
に
は
、
市
が
発
行
す
る
罹
災
証
明
書

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

商
工
労
働
課

☎
７
３-

８
０
３
０

工
作
教
室
「
来
年
の
干
支
・

モ
フ
モ
フ
ひ
つ
じ
を
つ
く
ろ
う
！
」

　
余
っ
た
毛
糸
を
使
っ
て
、
来
年
の
干
支

「
モ
フ
モ
フ
ひ
つ
じ
」
を
作
り
ま
す
。
自
分

の
好
き
な
毛
糸
を
組
み
合
わ
せ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ひ
つ
じ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

▼
と
　
き
　
12
月
６
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

金
津
本
陣
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
３
階

大
ホ
ー
ル

▼
対
　
象
　
小
学
生 

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

▼
講
　
師
　
野の

じ路 

純じ
ゅ
ん
こ子 

氏

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
　
員　

15
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
ハ
サ
ミ

▼
申
込
み
　
11
月
13
日
（
金
）
受
付
開
始

二
次
元
コ
ー
ド
、
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

金
津
図
書
館
☎
７
３-

１
０
１
１

▲ 申込みはこちら

「
お
ひ
ざ
で
ホ
イ
ホ
イ
」
に

　
　
　
　
　
し
ゅ
う
ご
～
う
！

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
だ
っ
こ
し
て
楽
し
む

お
は
な
し
会
「
お
ひ
ざ
で
ホ
イ
ホ
イ
」
を

開
催
し
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
歌
、
手
遊
び
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

▼
と
　
き
　
12
月
12
日
（
土
）
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

金
津
本
陣
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ 

１
階

金
津
図
書
館 

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

▼
対
　
象　
０
歳
～
2
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

▼
講
　
師　

北き
た
じ
ま嶌 

則の
り
こ子 

氏

川か
わ
さ
き嵜 

富ふ

み

こ
美
子 

氏

▼
申
込
み　
不
要

※
直
接
会
場
へ
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

金
津
図
書
館

☎
７
３-

１
０
１
１

プ
ラ
板
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

　

  

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う
！

　
プ
ラ
板
に
好
き
な
絵
を
描
い
て
、
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り

ま
し
ょ
う
！

▼
と
　
き
　
12
月
6
日
（
日
）

10
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

芦
原
図
書
館 

会
議
室

▼
対
　
象
　
幼
児
・
小
学
生

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

▼
講
　
師
　
小こ
ま
き牧 

紀の
り
こ子 

氏

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
　
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
色
鉛
筆
・
細
字
の
黒
色
油
性
ペ
ン

▼
申
込
み
　
11
月
13
日
（
金
）
受
付
開
始

二
次
元
コ
ー
ド
、
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

芦
原
図
書
館
☎
７
８-

７
２
４
６ ▲ 申込みはこちら

▲ 申込みはこちら

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集
！

　
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
本

の
楽
し
さ
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
芦
原

図
書
館
で
は
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る

人
や
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
12
月
12
日
（
土
）

10
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
芦
原
図
書
館 

会
議
室

▼
内
　
容
　
読
み
聞
か
せ
の
注
意
点
、
絵
本
の

持
ち
方
・
選
び
方
、
絵
本
の
紹
介

な
ど

▼
講
　
師
　
図
書
館
司
書

▼
定
　
員
　
10
人
程
度

▼
持
ち
物
　
お
気
に
入
り
の
絵
本

▼
申
込
み
　【
期
限
】
12
月
9
日
（
水
）

二
次
元
コ
ー
ド
、
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
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　姉妹都市・高知県香美市で 10 月 17 日・
18 日に開催された「刃物まつり」に、広報
と物販のため参加してきました。学生時代以
来の物販だったので少し緊張していました
が、来場者の皆さんが福井県やあわら市に興
味を持ってブースに立ち寄り、気さくに話し
かけてくださったおかげで、楽しく PR する
ことができました。香美市の皆さんの温かい
人柄にも触れ、心に残る 2 日間となりました。
来年、香美市の皆さんが交流事業などであわ
ら市を訪れた際には、今度は私たちがおもて
なしの心でお迎えしたいと思います。（真）

いきいきテラスいちひめ
利用地区

1（火） 坪江Ｂ・里方・本荘
3（木） 囲碁

4（金） 伊井・北潟・温泉・山方
セラピューティック・ケア

7（月） カラオケ・スコップ三味線
8（火） 細呂木 B・波松
9（水） 金津

10（木） 囲碁
11（金） 細呂木 A・吉崎・新郷
15（火） 坪江 A・剱岳
17（木） 囲碁
18（金） 坪江Ｂ・里方・本荘
21（月） カラオケ・スコップ三味線
22（火） 伊井・北潟・温泉・山方

編 集
後 記

観光協会通信観光協会通信
あわら市観光協会から、旬のお知らせをお届けします。

問合せ問合せ　　（一社）あわら市観光協会　☎78-6767（一社）あわら市観光協会　☎78-6767（平日 ８時30分～17時）（平日 ８時30分～17時）

アフレアからお
知らせ！

アフレアからお
知らせ！

YouTube ▶

◆「声の広報」をご希望の人は、あわら
　 市社会福祉協議会（☎ 73-2253）へ
◆ 市公式 YouTube で「声の広報」の
　 配信を始めました！二次元コードを
　 読み取りご利用ください。

性別

男

男

女

男

展洋

恵太

健大

幹弥

みき

綾

未稀

優七

行政区

翠明

東

二面温泉

伊井

R8.10.1 ～ 10.31　届出順　＜敬称略＞
氏　名

平井　　朔

石川　律稀

下方　李莉

秀真　明希

お父さん･お母さん

12 月の集会室利用日12 月の集会室利用日（老人福祉センター）（老人福祉センター）

坪江地区、細呂木地区の内訳は次のとおり
です。
坪江Ａ：中川・東田中・瓜生・南疋田・北疋田・

次郎丸・御簾尾・北野・北・前谷・
上野

坪江Ｂ：笹岡・熊坂・下金屋・畝市野々・
牛ノ谷・名泉郷

細呂木Ａ：滝・青ノ木・坂口・蓮ケ浦・細呂木・
橋屋・樋山・細呂木駅前

細呂木Ｂ：山西方寺・柿原・山十楽・宮谷・
指中・沢・嫁威・日の出・清王

問合せ　あわら市社会福祉協議会　☎73-2253

リサイクルバンク
　情報が更新されている場合がありますので、
お問い合わせください。
《ゆずります》
ベビーバス、折畳ベッドフレーム、
自転車（大人用）、テレビ
《ゆずってください》
自転車（小学校高学年男児用）、
芦原小学校男子制服・体操服（150cm）

問合せ　生活環境課　☎ 73-8017

満タン＆灯油プラス１缶運動
　台風や地震、大雪などの災害が発生すると、ガソリンなど
の燃料が入手しにくくなる場合があります。万が一の事態
に備え、「車の燃料は常に満タンにしておく」

「灯油は１缶多めに備蓄しておく」ことを、日頃
から心がけましょう。
問合せ　福井県石油商業組合　☎ 34-3151

あわらファンクラブ会員募集中！
宿泊補助券が当たる抽選会を開催♪

　11 月 6 日（金）、越前がに漁が解禁！冬の福井を代表する味覚
「越前がに」を、あわら温泉でゆったりと楽しんでみませんか？
「ぜひ、あわら温泉に泊まって越前がにを味わっていただきたい！」
そんな思いを込めて、あわら温泉での宿泊に利用できる宿泊補助
券が抽選で当たる、あわらファンクラブメール会員限定抽選会
を実施します！
賞　品　賞　品　あわら温泉宿泊補助券（3 万円分）　2 名様
抽選日　抽選日　11 月 24 日（火）予定
申込み　申込み　【期限】11 月 23 日（月・祝）
　　　　二次元コードからお申し込みください。
※すでにあわらファンクラブメール会員の人は、自動エントリーとなります。
※あわらファンクラブは、入会金・年会費無料で登録できます。会員の皆さん
　には、毎月のイベント情報やプレゼント抽選会などのお得な情報をメールで
　お届けしています。（会員数 6,700 人〈10 月末現在〉）

▲ ホームページ▲ ホームページ
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▲ 申込みはこちら

しめ飾り作り教室
　毎年恒例のしめ飾り作り教室を開催します。
福を結び、想いを結ぶ。新しい年を迎える準備に、
しめ飾りを手作りしてみませんか。
と　き　12 月 25 日（金）9 時 30 分～ 11 時 30 分
ところ　中央公民館
材料費　1,200 円　　定　員　15 人
持ち物　軍手・持ち帰り用袋
　　　　当日は、汚れてもよい服装で
　　　　お越しください。
問合せ　中央公民館　☎ 73-2000

▲ 申込みはこちら
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▲ 申込みはこちら

11 月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」です
　労働保険とは、「労災保険」と「雇用保険」を総称したものです。
常勤、パート、アルバイト、スポットワークなど、雇用形態に
かかわらず、労働者を１人でも雇用している事業主は、原則と
して労働保険の加入手続きが必要です。
　厚生労働省では、11 月を「労働保険未手続事業一掃強化期間」
と定め、未加入事業の解消に向けた集中的な啓発活動を全国で
実施しています。
問合せ　福井労働局 労働保険徴収室　☎ 22-0112

おはなしホイホイ クリスマス会
　おはなしホイホイのボランティアの皆さんによるクリスマス
会を開催します。一緒にクリスマスを楽しみましょう。
と　き　12 月 5 日（土）（午前の部）10 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　　　　　　　 （午後の部）14 時～ 15 時
　　　　　　　　　　　　   ※時間内の出入りは自由です。
ところ　金津本陣ＩＫＯＳＳＡ３階 和室
対　象　幼児・小学生とその家族
内　容　絵本、紙芝居、手遊び など　　参加費　無料
問合せ　金津図書館　☎ 73-1011

▲ ホームページ
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あわら市からの防災情報
を配信中。

防災メール配信サービス

聞き取りにくかった防災行政
無線の内容を確認可能。

災害情報テレフォンサービス
☎050-5536-6029（自動案内）避難所開設など

「自治体からの緊
急情報」を配信。

Yahoo!防災速報アプリ

Android用 iOS用

防災情報はこちら

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

市庁舎太陽光パネル発電量
（10 月１日～ 10 月 31 日）

積算発電電力量　1,838 kWh

CO2 削 減 量　　578 kg-CO2

■ 問合せ　生活環境課 ☎73-8018

休日当番医
診療時間　9:00 ～ 17:00

当番医が変更されている場合
がありますので、消防署（☎
51-0119）にお問い合わせの上
受診されるようお願いします。
時間外の急患は、消防署へご
連絡ください。

大人救急医療電話相談
急病やケガの際に救急要請の
要否や受診のタイミングなど
についてアドバイスします。
相談時間　24 時間 365 日

☎＃ 7119（28-2155）

子ども救急医療電話相談
急病やケガの対処法、受診のタイミングなどについてアドバイスします。

　　相談時間　月～金 19:00 ～翌朝 9:00

　 土　　13:00 ～翌朝 9:00

　 日・祝 9:00 ～翌朝 9:00

☎♯ 8000（25-9955）

発行／あわら市  編集／創造戦略部政策広報課 〒 919-0692　福井県あわら市市姫三丁目１番１号　☎ 0776-73-1221（代表）　FAX 0776-73-1350　E-mail seisaku@city.awara.lg.jp　ホームページ https://www.city.awara.lg.jp/

  1212月　くらしのカレンダー

坂　井　医　院(あわら)☎77-3060

豊田内科医院(春江 ) ☎51-8181

友　田　医　院(春江 ) ☎51-0343

大　嶋　医　院(三国 ) ☎82-6677

もとお耳鼻咽喉科クリニック( 春江 ) ☎50-0618

春　江　病　院(春江 ) ☎51-0029

資 資源ごみ収集日
(空き缶・空き瓶・ペットボトル・スプレー缶)

燃やせないごみ収集日
資源プラスチック収集日 粗 粗大ごみ持ち込み日 8:30 ～ 16:30

広域圏清掃センター  ☎ 74-1314

こ し の 医 院 ( 三国 ) ☎81-6655

クリニックはるさか(春江 ) ☎ 58-0180

宮　﨑　病　院(三国 ) ☎82-1002

不・プラ

不・プラ

資

不・プラ

向坂内科医院(三国 ) ☎81-2255

藤田神経内科病院 (丸岡 )☎67-1120

木　村　病　院(あわら)☎73-3323

資

国立あわら病院(あわら)☎79-1211

加　納　病　院(あわら)☎73-1001

あわら市からの防災情報
を配信中。

防災メール配信サービス

聞き取りにくかった防災行政
無線の内容を確認可能。

災害情報テレフォンサービス
☎050-5536-6029（自動案内）避難所開設など

「自治体からの緊
急情報」を配信。

Yahoo!防災速報アプリ

Android用 iOS用

防災情報はこちら

市民課延長窓口
( 証明書発行・マイナンバーカード )
19:00 まで 市民課

市民課延長窓口
( 証明書発行・マイナンバーカード )
19:00 まで 市民課

市民課休日窓口  （完全予約制）
（マイナンバーカードの申請と交付のみ）
 9:00 ～ 12:00  市民課

粗

粗

読み聞かせ会
11:10 ～ 11:30  新郷小学校

土曜開放デー
9:00 ～ 12:00  金津こども園

おはなしホイホイクリスマス会
10:30 ～ 11:30、14:00 ～ 15:00
金津本陣 IKKOSA

人権相談
12:00 ～ 13:00  中央公民館

行政相談
13:00～ 15:00  金津本陣ＩＫＯＳＳＡ
すこやかクラブ
13:30 ～ 15:00  中央公民館

WARA リズム
13:30 ～ 14:15  本荘公民館

すこやかクラブ
14:00 ～ 15:30  保健センター

ベビーサロン 
13:30 ～ 15:30  保健センター

すこやかクラブ
13:30 ～ 15:00  湯のまち公民館

脳活性化教室
9:30 ～ 11:30  保健センター

おはなしホイホイ
15:00 ～ 15:30  金津図書館

無料法律相談  （予約制 ☎ 73-2253）
13:00 ～ 16:00  湯のまち公民館

結婚相談
13:30～ 15:30  いきいきテラスいちひめ

こころの相談  （予約制 ☎ 73-8023）
10:00 ～ 12:00  保健センター

行政相談
13：00～ 15：00  セントピアあわら
離乳食個別相談会
13:30 ～ 14:30  保健センター
はっぴー教室
13:30 ～ 15:00  保健センター

1 歳 6 カ月児健診
13:00～14:15（受付）  保健センター

２歳児歯科健診
14:00～14:15（受付）  保健センター

おはなしホイホイ
10:30 ～ 11:00  金津図書館

わくわく BOX おはなし会
11:00 ～ 11:30　芦原図書館

パパ応援デー「英語リトミクス」
10:00 ～ 10:45  金津こども園

すこやかクラブ
13:30 ～ 15:00  中央公民館

誕生会
10:00 ～ 10:30  新郷小学校

すこやかクラブ
14:00 ～ 15:30  保健センター

すこやかクラブ
13:30 ～ 15:00  湯のまち公民館

ベビーサロン 
13:30 ～ 15:30  保健センター

脳活性化教室
9:30 ～ 11:30  保健センター

クリスマス会と冬の歌声コンサート
10:00 ～ 11:00  湯のまち公民館

いこっさ！おはなしの森
10:30 ～ 11:00  金津図書館

納期限
12月 25日

固定資産税（第 3期）
国民健康保険税（第 6期）

・口座振替日は納期限日
・再振替は翌月15日
（休日の場合は翌営業日）

結婚相談
13:30 ～ 15:30  中央公民館

25,580人
（－ 37 ）

あわら市の人口 令和８年 11 月１日現在

　男　 12,264 人　  （－ 14 ）
　女　 13,316 人　  （－ 23 ）
世帯数 10,545 世帯  （＋　1 ）

（　）は前月比

市民健診 （一般・肺・胃）
8:30 ～ 10:00 保健センター

市民課延長窓口
( 証明書発行・マイナンバーカード )
19:00 まで 市民課

農地法に基づく
許可申請締切

市民課延長窓口
( 証明書発行・マイナンバーカード )
19:00 まで 市民課

官公庁年末休業期間

※燃やせないごみ、資源ごみ（廃プラ

　スチック）の収集はありません。

清掃センター年末受入日（8時 30分～ 16時 30分）


